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はじめに	 
	 
余華は 1960 年に浙江省杭州市で生まれ、両親は医者、兄が一人いる。文化大革命期に
少年時代を過ごした。1978 年に中学卒業、浙江省海塩県の衛生院に歯医者として就職し、
五年間働くが性に合わず、作家の道を歩み始めた1。1983 年、『西湖』第 1 期で処女作の
「第一宿舎」を発表した。その後の 4 年間、いくつの刊行物で十数編の作品を発表し続け
ていた。1987 年に『北京文学』第１期で掲載されていた短篇小説「十八歳出門遠行」は
余華の出世作と見なされており、「一部の評論文ではその年を中国当代文学史における『余
華の年』」とした2。1987 年を皮切りに、余華はだんだん「先鋒小説」作者群の代表者の
一人となった。1993 年、余華は北京に移住し、自由作家として活躍し始めた。2005 年、
杭州市文聯3に配属され、プロ作家になった4。1987 年以後の余華の作品について、研究と
討論は次々と現れる。2007 年、浙江師範大学は余華研究中心を設立し、余華の創作と実
践を中心に研究を行っている5。	 
しかしほとんどの先行研究は、余華の「先鋒」作品の技法、その思想及び 90 年代から
の長編小説などを対象としている。1983 年から 1986 年までの短編作品に対して、一言も
触れない或いは少し触れるだけの場合が多い。創作初期の 3 年間、余華は『西湖』・『北京
文学』、『文学青年』などの七つの刊行物で合計 13 編の作品（児童文学、文学評論、エッ
セーなども含め）を発表したが、この時期の作品はいずれも作者の作品集に収録されてい
ない。余華にとって、この 4 年間は「文学青年からプロ作家に転換する重要な時期である
が、余華自身はそれを重要視していなかった」と言われている6。呉義勤『余華研究資料』
の付録に、王金勝が作った余華の作品年表が収録されている。年表は 1987 年に発表され
た『十八歳出門遠行』を始まりに、その後の作品を列挙している7。また『余華研究資料』
において、初期作品を「余華作品目録索引」に収録しているのに対して、論文はほとんど
1987 年からの作品を研究対象にしている8。すなわち、初期作品に現れた余華の歯医者か
ら作家へのプロセスはある程度無視されていると言えよう。一部の研究論文は作家の幼年
期や出生地（杭州市海塩県）を分析し（例：欧璇雨「童年経験対余華小説創作影響分析」
9）、その余華の作品に対する影響を論じていたが、筆者は余華の初期創作活動がむしろよ
り重要であると思う。	 
余華を研究する際、『十八歳出門遠行』のような成熟した作品以前の一連の模倣と試み
を重視しなければならないと考えている。余華研究は、中国当代文学研究界において多く
の研究者が関心を持つ課題であるが、「それについての研究はまだかなり広げられる余地
がある」10。余華の初期作品に対する研究は、1987 年からの作品スタイルの形成と、よく
論じられるその後の「方向転換」を理解する参考になる。「真に作家を理解する、作家の
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内部を掘り下げるために…（中略）具体的な歴史環境に基づいて作家のことを理解しなけ
ればならない」11、当時の歴史環境、文壇の状況、編集者及び評論家からのフィードバッ
クやコメントを作品の成り立ちと結びつけることは必要である。従って、本研究は以下三
点を目的とする。	 
	 一つ目は、作者の初期作品（1983 年−1986 年）の内容や変化を時間順で分析し、できる
限り余華に関する研究を補足することである。二つ目は、創作初期と比べ、余華と「先鋒
小説」の関係及び「先鋒」的な作品の創作を始める理由を分析することである。三つ目は、
歴史背景に基づいて作品を分析し、当代作家のことを「歴史化」し、当代作家研究におけ
る年譜の編纂に材料を提供することである。	 
	 
	 
先行研究	 
	 
余華を研究対象にしている先行研究は膨大にあるため、参考する場合は一定程度の選別
と分類作業を要する。本論文においては以下四種類に分類する。	 
一、余華に関する年譜の性質を持つ研究著書。	 
	 李立超「浅談中国当代作家年譜編纂的方法――以余華為例」の総結により、洪治綱『余
華評伝』、徐林正『先鋒余華』、呉義勤『余華研究資料』及び洪治綱『余華研究資料』４つ
の年譜の性質を持つ研究著書は参考になれる。1 冊 2 冊目の著書は伝記ものであり、残り
2 冊は余華の作品を年代順で整理し、簡単な紹介と関連研究論文を集めた資料である。	 
二、余華の初期作品を対象にする研究論文。	 
高玉の「論余華早期閲読与初期創作及其関係」12と「西方現代主義文学閲読与余華創作
的先鋒伝向」13は余華の読書範囲の変化を研究の中心にし、閲読と余華の創作活動との関
係を論じた。特に前者が余華の創作初期の作品を詳細に分析していることは参考になる。	 
三、「先鋒小説」を対象にする研究論文と著書。	 
「余華与中国先鋒派文学運動」14は余華を例にし、中国 80 年代の先鋒派運動と西洋の
先鋒派芸術運動を比較した。中国の先鋒派の速い繁栄と没落を論じていた。このような「先
鋒」文学を対象にする研究論文と著書は数多く存在し、『余華研究資料』（呉義勤）と『余
華研究資料』（洪治綱）に収録された論文にはよく見られる。80 年代末期から 90 年代ま
での小説評論と、21 世紀からの研究文章を対比し、そこから研究の異同が分析できるよ
うになった。	 
四、当時の出版社及び雑誌編集長に関する研究と論説	 
	 『北京文学』は余華の創作に対する不可欠な推進力の一つである。1987 年、『北京文学』
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の副編集長李陀は、余華の「十八歳出門遠行」を認め、励ました。李陀は副編集長として、
『北京文学』の運営と発展の舵を取っていた。従って「西方現代派在中国的重構——以 80
年代李陀為主」15など、評論家の李陀を研究対象にした論文も本研究の参考になっている。
その他、魯迅、カフカ、川端康成などの作家の余華に対する影響を論じた研究論文及び新
時期文芸の論争に関する研究論文も参考になると考えられる。	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第一章	 初期作品分析	 
	 
第一章では、1983 年から 1986 年までの小説を研究対象とし、余華の初期創作の状況と
彼が文学上の苦境を明らかにする。対象となる作品と発表刊行物を以下にまとめる。	 
	 
年 作品名 刊行物名 備考欄 
1983 第一宿舎 『西湖』(1983 年第 1 期) 	  
	  “威尼斯”牙歯店 『西湖』(1983 年第 8 期) 	  
	  鴿子,鴿子 『青春』(1983 年第 12 期) 	  
1984 星星 『北京文学』（1984 年第 1 期) 『北京文学』賞 
	  竹女 『北京文学』（1984 年第 3 期) 	  
	  月亮照着你,月亮照着我 『北京文学』（1984 年第 4 期) 	  
	  甜甜的葡萄 『小説天地』（1984 年第 4 期） 児童文学 
	  男児有涙不軽弾 『東海』(1984 年 5 期) 	  
1985 我的“一点点”－－関予《星
星》及其他 
『北京文学』（1985 年第 5 期) 文学評論 
1986 三個女人一個夜晩 『萌芽』（1986 年 1 期） 	  
	  老師 『北京文学』（1986 年 3 期） 	  
	  回憶 『文学青年』（1986 年 7 期） 	  
	  看海去 『北京文学』（1986 年 5 期） エッセー 
	 
この 4 年間、余華の創作は年によって異なる特徴を持つため、第一章は年代順に 3 つの
部分に分けている。1985 年は特殊な存在であり、余華は 1 編の文学評論しか発表しなか
った。その前の年に一番注目された「星星」について反省をする文章であったため、1985
年に関する分析は、1984 年と合わせて本章第 2 節にまとめておく方が適切であろう。	 
	 
1.1	 1983 年:「第一宿舎」から	 
	 余華の一番目に公開された短編小説は「第一宿舎」である。「第一宿舎」は『西湖』小
説月刊の 1983 年第 1 期に発表され、当時、小説コラムの冒頭に置かれていた。作品の末
尾に「余華、男性、22 歳、海塩県武原鎮衛生院に勤める。本文は処女作である」16と、余
華のプロフィールを付けていた。「小説の言葉使いは流暢であり、言葉のユーモアもあり、
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さらに人物の描写を重視している。…（中略）しかし作品は稚拙で、中心人物の畢建国の
イメージの豊かさも足りない」17と、本文の後ろに編集者からの評論も付いていた。	 	 	 
『西湖』雑誌は 1959 年に杭州市文聯によって創刊され、浙江省における唯一の文学月
刊である。18文学系刊行物として中国の文壇にも重要な地位を占めている。20 世紀 80、
90 年代における本雑誌の主な狙いは呉越文化の宣揚である。そして 21 世紀に入ると、新
人作家を発見することを宗旨としている。余華は 1983 年に新人作家として『西湖』の小
説欄の冒頭に作品を掲載され、続いて第二作「“威尼斯”牙歯店」も同じように『西湖』
1983 年第 8 期の巻頭に載せられたのは、彼が雑誌に有望視されていたと理解できる。	 
「第一宿舎」はある病院の古い寮の同じ部屋に住んでいる「私」（石医生）、小林、陝西
人と畢建国、4 人の医者に関するストーリーである。小説の前半はほぼ 4 人の性格を表現
するため、色々日常生活の場面を描いた。畢建国は仕事にすごく真面目な人で、仕事はい
い加減な「私」たち三人と気が合わない。仕事のミスと手術事故により「私」は責任を負
わなければならないが、責任を逃れたい「私」は畢建国に濡れ衣を着せようとした。しか
し畢建国は既に彼のレポートの中で「私」のことを庇っている。それを知った「私」が恥
をかき後悔している間、畢建国は病気になり、危篤状態になっている。恩返しできていな
い「私」は彼を看病してあげたが、畢建国は 2 が月後なくなってしまい、「私」たち 3 人
とも第一宿舎から引っ越した。	 
当時、作者の余華は衛生院で働き、両親も医者なので、自分の生活経験を小説に入れた。
テキストは一人称視点で語っていた。その中、主人公の「私」から読者に対する発語もよ
く出っていた。例えば、「皆様へ正直に言うと、この歌は私が編曲したものでございます	 」
19など。親切であってユーモアも溢れ、生活感を出しているような話し言葉がたくさん用
いられていた。しかしながら、この処女作は完璧とは言えない。一番大きい欠点は物語の
進行が不自然であったところにある。テキスト中の「私」は叙述者又はプロットを推し進
める者であり、ルームメイトの「陝西人」と「小林」は名字すら読者に知られていないわ
き役である。詳しく描写された「畢建国」の死に至る過程はストーリーの筋であるが、彼
を中心人物としての描写は全面的ではなかったため、読者との距離感を感じる。当時の編
集者の言う通り、文章は稚拙なので、余華はまだ創作上の新人であった。作品は『西湖』
の首位を占めているが、すぐれた才能が現れていなかった。天才ではない余華はその後の
作品に段々と自分を鍛えるしかなかった。	 
第二作の「“威尼斯”牙歯店」（『西湖』1983 年第 8 期）は外界から隔絶された秀水村で
起こった物語を描いた。主要人物は村の東側に住む老太爺、村の西側に住む阿王、阿王の
養女小宝、外から来た老金など。小説の冒頭には大量な環境描写があり、秀水村の日常生
活を描いた。阿王と老太爺の間は土地のトラブルにより軋轢が生じる。このような状況の
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中、歯医者の老金は外から村に入り、商売を始める。時間が経つにつれて、老金と「村の
第一美女」と言われる小宝は互いに好きになる。ある日、小宝は老金を葬式に連れて行く。
老金はよそ者としても「この山で身を葬るのもいいな」と言ったから、村民たちに警戒さ
れていた。その後、理想主義者の老金は村を出て、紅衛兵を連れて来て、小宝の養父阿王
をぶっ殺し逃げてしまう。何か月後、老金も闘争により怪我され、再び避難するために秀
水村に入る。小宝は老金を許し、一緒に暮らすことにする。	 
作品の語り手は三人称である。この点は「第一宿舎」と大きく異なっていた。そのうえ、
作者はストーリーのクライマックスのために、沢山の伏線を張った。例えば、老金は「発
信機を歯の中に隠すスパイ」についての小説を書くつもりのシーンや、文化大革命は外で
起きているが、村民は全然及ぼされていないシーンなど。それはプロットの高まり、つま
り老金は 5 人の紅衛兵を村に連れ込んで批判闘争を起こすところと対応していた。このよ
うな書き方も「第一宿舎」になかった手法である。また、「“威尼斯”牙歯店」は「第一宿
舎」にあるユーモアセンスと話し言葉の風格を用いなかった。	 
二作とも医者が関わっているところを除くと、長さがあまり変わらない第二作と第一作
は、手法と構成の違いははっきりしていた。当時の新人作家余華はまだ試みと模倣をして
いたと推測できる。しかし、スタイルが異なる第二作にはまた、中心人物の人物像の豊か
さが足りない問題がある。そしてストーリーの発展は練れていない。小説の前半部分の進
行はしっかりしていたが、後半部に入ると調子を崩し、唐突な結末を迎えた。人物の感情
の変化は突然、阿王の娘「小宝」が終わりのところに老金を許した理由も挙げられていな
かった。「“威尼斯”牙歯店」は「十七年の文学」20のパターン21を模倣していたが、名作
のレベルの高さに至っていなかったと考えられる。	 
1983 年に発表された第三作「鴿子,鴿子」は前の二作と違い、南京文聯によって創刊さ
れた『青春』雑誌（1983 年第 12 期）に掲載された。1979 年に創刊された文学刊行物『西
湖』に比べると、『青春』はかなり未熟な性格を持つ雑誌である。自身の若さに合わせる
ように、『青春』雑誌は創刊してから「新観点・新方法・新材料」を題にして全中国の作
家に向かって作品を募集している。掲載された作品の前に、作家の所在地と名前が載せら
れていた。呉越文化の展示を中心にする『西湖』より、『青春』の原稿募集の範囲は広く、
テーマもより多方面的である。余華は『西湖』から『青春』への投稿を始めた理由ははっ
きりしていないが、その若さと創刊目的が彼を引きつけたと考えられる。	 
「鴿子，鴿子」は医者の「私」とルームメイトの小左が海浜で眼病の女子と出会った話
である。女の子は毎日一人で飼っている鳩を散歩させている。「私」と小左は女の子に好
感を抱いており、彼女に手術を通じて眼病を治すことができると暗示した。しかし、女の
子は治療を受けた後、性格も変わり、「私」と小左の存在を無視するようになってしまっ
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た。小説は一人称の視点でストーリーを語っている。前の二作と同様に主人公は医者であ
る。ユーモアに満ちた「私」と小左の会話など、全体的なイメージは「第一宿舎」と似て
いた。これにより、第二作の「“威尼斯”牙歯店」は「十七年文学」を書く試みであり、
模倣作であるという観点も裏付けられる。「第一宿舎」と「鴿子，鴿子」に現れた作風は
当時の余華にとってより表現しやすいものであった可能性が高い。	 
「鴿子，鴿子」と「第一宿舎」の作風に 3 つの共通点がある。主人公たちの職業は医
者、主人公と友人の関係はルームメイト、異なる価値観により生じた主人公と友人との衝
突である。作者の創造力は生活環境に左右されていたのはこの共通点が生じる原因となる。
創作手法を分析すると、「鴿子，鴿子」は「第一宿舎」より完成された作品になっている
ことは明らかであり、以下の 3 点から判断できる。一つ目は小左という登場人物は「第一
宿舎」の「小林」や「陝西人」より豊かに描かれており、主人公とのコミュニケーション
も多く、存在が目立っていた。二つ目は「鴿子，鴿子」のプロットは上手に処理されてい
た。環境描写から会話に入り、背景を紹介した後に事件の叙述を始める流れはナチュラル
で、作為的な感じがあまりない。三つ目は「第一宿舎」の中心ストーリーは畢建国の一生、
単にモラルの宣揚のために物語を作りたい意図が強い。「鴿子，鴿子」にも中心となった
事件があるが、「私」と小左の感情変化は描写の中心になっていた。逆に女性人物の身分、
彼女は何処から来て何処へ行くことは一切に言及されてない。彼女は「私たち」二人の感
情の受け手に過ぎず、二人の初恋の対象であった。このストーリーの中心ではないから、
重んじていなかった理屈は通じている。「鴿子，鴿子」において、作者はようやく叙述者
と中心人物の両者のどれかを重視しなければならないという点についてうろついておら
ず、プロットの中心を明確にした。	 
しかし、「鴿子，鴿子」は欠点のない作品ではない。作者はテキストにたくさんの意図
がはっきりしていない会話を加えた。例えば、「これは誰が言った言葉なのか？時々は小
左、時々は私だった。」（這話是誰説的？有時是小左，有時則是我説。）それはプロットの
流れや人物たちの感情と関連のない内容であった。そして小説末の「親愛なる読者たちよ、
二匹の鴿は空に飛んで去った時、この物語はともに連れ去られていた」（親愛的読者，当
那両只鴿子向茫茫的天際飛去的時候，也把這個故事帯走了）のように、段落の間に挟まれ
る発語はテキストにとって余計なものであると筆者は考えている。	 
1983 年『西湖』第１期から『青春』第 12 期まで、余華は 3 つの小説を発表した。3 つ
の小説の主人公は「医者」と関わり、作者の個人生活と遠く離れなかった。そのうち、「“威
尼斯”牙歯店」は「十七年の文学」時期の書き方に対する模倣であり、「鴿子，鴿子」は
「第一宿舎」を再現、進化させたものである。この一年間、彼は文学創作とテーマの把握
について著しい進歩を遂げたことははっきりと分かる。	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1.2	 1984 年:「星星」から	 
『北京文学』（1984 年第 1 期）に掲載された「星星」は余華と『北京文学』の縁のスタ
ートである。『北京文学』の前身は『北京文芸』と『説説唱唱』である。『北京文芸』は
1950 年 9 月に創刊された。中華人民共和国が成立した後、かなり早い時期に創刊された
刊行物である。出版者は北京市文聯であり、初代編集長は老舎、編集部主任は汪曽祺であ
った。50 年代から 80 年代まで、屡々休刊と復刊を繰り返していた。『説説唱唱』は 1950
年 1 月に北京で創刊、李伯釗と趙樹理がその編集長とされ、建国してからの最初の重要な
通俗文学とされる。221980 年 10 月に両誌が合併され、正式に『北京文学』に改名した。
その後、楊沫、王蒙、林斤瀾、李陀、浩然と劉恒など有名な作家と評論家が相次いでその
編集長や副編集長を務めていた。『北京文学』は歴史が長く、名家を集めていた刊行物で
あり、中国の文芸刊行物において重要な地位に置かれている。余華が発表した第 4 編の作
品「星星」は『北京文学』1984 年第 1 期の首位に掲載されており、そのうえ「北京文学
優秀作品賞」を受賞した。	 
作品の内容は簡潔明瞭、星星と呼ばれる子供が隣人のおかげで段々バイオリンに夢中に
なったストーリーである。ある日、頭がいい男の子、星星はバイオリンを弾く隣人の青年
を知った。星星も青年のようにバイオリンを弾いてほしいから、両親は彼にバイオリンを
買った。星星はバイオリンに夢中になったが、練習により騒音が周りの人を怒らせた。そ
れ故に、父親は星星に隠してバイオリンを売った。しかし、星星のバイオリンに対する強
い愛着は全然変わってない。最後に、星星はユーディ・メニューイン音楽学校に入学した。	 
『北京文学』1985 年第 5 期の「小説評論」欄に、余華は「星星」に関するエッセー「我
的“一点点”」（私の「少しのこと」）を載せていた。その中に余華は「星星」を書く前の
インスピレーション、自分の創作範囲の狭さと文学創作についての認識を明確に語ってい
た。1985 年は作者が小説を書き始めた 3 年目、以上分析した 4 つの作品以外に『小説天
地』と『東海』に 4 編の小説を発表した。「我的“一点点”」によると、余華は当時の作品
に対してまだ物足りないと考えているようであった。「『星星』は結局浅薄な作品だった。
読者の皆様にこのような面白い子供がいると教えてあげたことしかしていないので、それ
以外読者は何も収穫がない。」23と語った。その理由について、余華は自分が複雑な生活
を体験していなかったと結論を出した。「この世界を把握し解釈したくないなんてことが
あるものか、トルストイの視野とガルシア・マルケスの気概を手に入れたくないなんてこ
とがあるものか…（中略）私は甲斐性なし男であった」24と語った。余華は自分と名家と
の差は生活経験が不足していることにあると表明し、個人の力で変えられないことだと認
識した。それ故、彼は非常に無力感を感じた。「我的“一点点”」を通して、作家は精神面
にコンプレックスと臆病を持っていることがわかる。余華は自分のことを「うだつが上が
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らない」25と言い、作家としての将来性に不安を抱えている。自分を川端康成や汪曾祺と
比べでも、「一生努力しても自分の居場所を見つけるかどうかがわからない」26と思って
いた。そして彼は 80 年代の中国に流行った「男子漢文学」27に関心を持つが、「彼らのこ
とを学ぶ資格が無い」28と諦めた。三年の創作経験があっても、余華は自信を打ち立てな
かった。逆に自分と名家の間に越えられない壁があると認識していた。『北京文学』に期
待されても、「星星」を改稿するため北京へ赴いた後『北京文学』の「優秀作品賞」を手
に入れたことがあっても、余華は『北京文学』にとって自分は「損になる商売」29だと思
っていた。	 
「星星」を発表してから、自分に対する不満を表した「我的“一点点”」に至るまでの
1 年間、余華は 4 つの短編小説「竹女」、「月亮照着你,月亮照着我」、「甜甜的葡萄」、「男
児有涙不軽弾」を書き、それぞれ『北京文学』や『小説天地』などの文学雑誌に掲載され
た。「竹女」は『北京文学』1984 年第 3 期に発表され、漁村に住む一家の生活上の苦しみ
を描いた。竹女と呼ばれる女の子は、小さい頃父親と避難のため偶々漁村に来た。父親は
貧乏なので、竹女を育てることができないので「魚児」という男の子の両親に彼女のこと
を頼んで姿を消した。そして竹女は魚児一家と一緒に貧しくて苦しい生活を過ごしていた。	 
「竹女」の書き方は前作といくつか異なる点がある。一つ目は「“威尼斯”牙歯店」の
ように「十七年の文学」を模倣していたが、冒頭部分の環境描写と背景の説明を省略し、
単刀直入で人物の叙述を始めた。そしてストーリーの進行とともに背景の補充を展開し、
文章が明らかに熟練になってきた。二つ目は会話と人物の描き方はより順調になっており、
感情の描写も繊細であった。作品は人間の苦難と運命の不可避を表していたところは、90
年代における余華の中長編小説の創作中心主旨と一致していたと言える。この点について、
作者自身は特に意識していないかもしれない。「小説の内容であれ、書き方であれ、大き
な突破は無かった。『竹女』は中国 20 世紀 80 年代に於ける短編小説の全体的な風格とレ
ベルを表していた」（「小説不論是在内容上還是在写作方法上，都没有什麽突発，代表了中
国 20 世紀 80 年代初期短篇小説的整体風格和水平。」）と、高玉の「論余華早期閲読与初期
創作及其関係」に評価されている。しかし、余華の初期作品を論じる時、注目すべき点は
作者の水準の変化にあると筆者は思う。1983 年の「第一宿舎」、「“威尼斯”牙歯店」、「鴿
子,鴿子」と比較すると、「竹女」が一層成熟になっていたのは明らかである。	 
「星星」を改稿するため、1983 年の年末に余華は『北京文学』からの招きに応じて北
京へ赴いた。余華が『北京文学』編集部に着いた後、責任者は「彼は末端機構から来まし
た」30と、余華のことを編集長に紹介した。この発言を聞き、余華は『北京文学』が基層
の民衆のことを大切にして重視していたと認識した。彼は海塩県文化館に配属された後、
「2、3 年をかけて、真面目に文化館からの任務を引き受け、海塩県の村々を巡っていた。
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彼は常に畑の側に座って農民たちから民謡や伝説を聴き取り、記録していた」31。其の頃
余華の取材と創作は基層生活を反映するために行われていたものと言える。ゆえに当時の
創作中心は、「十八歳出門遠行」（1987 年）からの流血と暴力を中心とした「先鋒小説」
から大いにかけ離れた。「星星」の改稿を要求されたように、「十八歳出門遠行」を創作す
る時も北京へ呼ばれた事実があるので、余華の主観的な試みや進歩と同時に、文学界から
の注目や要求も彼の創作方向に影響を与えたと考えられる。	 
1976 年、中国の文化大革命は終焉を迎えた。「新時期文学」の進む道は、中国文芸界が
討論していた重大な問題であった。この問題を解決する糸口として、様々な面における具
体的な論点の中、文芸は「生活を掘り下げる」（「深入生活」）32すべきかどうかと、「誰の
生活を掘り下げる」（「深入誰的生活」）ということが問題の一つとして挙げられた。多数
の文芸従事者はこのスローガンを諦めるべきではなかったと言い立てていた。1977 年か
ら 1985 年まで、『北京文学』に掲載された劉心武「有根花才香」33・心文「“深入生活”
不容置疑」34・李徳君「一個不応受冷落的口号」35・譚誼「対深入工農兵生活之管見――
与劉心武同志商榷」36など、このテーマについて論じた文章から当時の『北京文学』の態
度を伺える。	 
『北京文学』が「深入生活」というスローガンに対する肯定的な態度を示したことは、
生活に基づいた余華の創作と一致していた。それ故に余華が期待されていた重要な理由で
あったと考えている。この浙江省海塩県に生まれた若者は才能及び将来性があるだけでは
なく、作品の内容や作者の出身地はちょうど『北京文学』が提唱していた「生活を掘り下
げる」の観点と合致していたことであった。	 
『北京文学』1984 年第 4 期に、余華の短編小説「月亮照着你,月亮照着我」が掲載され
た。小説は少女の初恋を題材にした。主人公・少女の細やかな感情は、少年とすれ違うた
びに変わっていく。繊細な語句で恋に目覚めた少女の感情変化を描き出した。平和な生活
の体験を語った作品は作者が自分に対する位置づけを反映している。「微小である人生で
も、咀嚼し尽くせないものがあると思う」37余華は自分の曲折ではなく苦難でもない生活
から内的な美しさを見つけようと努力していた。しかし、「努力によって期待していた結
果を手に入れなかった。私はまだ未熟であった。」38創作を始めて三年経っても、余華は
自分の作品を認めていないことが窺える。彼は終始、否定・自省・試みを繰り返していた。	 
『小説天地』1984 年第 4 期と『東海』1984 年第 5 期は、それぞれ余華の短編小説「甜
甜的葡萄」と「男児有涙不軽弾」を掲載した。前者は『小説天地』の「児童小説」コラム
に発表され、余華の初めてそして唯一の児童文学作品である。この作品の題材・紙幅・風
格は以前の作品と全く違っていた。	 
葡萄を大好きな子「小鋼鋼」は隣人の老婦人「徐おばあさん」が植えた葡萄に憧れてい
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る。おばあさんは子供の単純さを利用し、小鋼鋼を働かせた。葡萄が熟れた後、おばあさ
んは約束を破り葡萄を小鋼鋼にあげなかった。しかし騙された子はその後自分で葡萄を植
え、成熟した葡萄をおばあさんに贈った。このような子供の無邪気を通して大人の世俗を
際立たせる文章は珍しくなかった。テキストには特に優れた創作能力の現れもなく、余華
の前の作品との共通点もあまり見えない。	 
「男児有涙不軽弾」は若い工場長が就任する前にスピーチを行った小説である。『東海』
雑誌 1984 年第 5 期の序文に「我々の時代にある感動的なメッセージを伝え、一方向で我々
の希望を表現した」と評価された。「男児有涙不軽弾」は当時の社会の文学に対する求め
に応じた作品である。短編小説「甜甜的葡萄」と「男児有涙不軽弾」の共通点を言えば、
題材は作者の実際の生活や経歴とかけ離れていることである。「甜甜的葡萄」は子供の動
機を把握できておらず、筋が通らないプロットや会話に不自然な点が多々ある。そして工
場で働く経験のない作者が描写した衣服工場も現実味に欠けている故、強い違和感を与え
ている。	 
このような違和感の問題は、一部の名作家にも見られている。例えば、中華人民共和国
が成立した後、老舎や巴金などの「国統区」作家も同じ経験をした。旧式の家庭を描くこ
とに優れていた巴金は 50 年代に入ると、自分に似合う創作テーマが長い間見つからなか
った。39老舎が「新時期」に書いた作品（『龍須溝』や『茶館』など）にはほとんど「新
式社会」（1949 年に中華人民共和国が建国した後の社会を指す）と「旧式社会」（建国前
の中国社会を指す）との対立を描いていたが、「旧式社会」のほうは「新式社会」より生
き生きと描かれていたところも違和感が生じた。40作家本人は実に所謂「新式社会」のこ
とに詳しくないことがその原因であろう。すなわち、共和国の成立に従って新しい文学の
制度が作り上げられたが、その制度は明らかに彼らの文学創作上の習慣や審美に合ってい
ない。41創作は作者自身の経歴から離れると、生活の真実を把握し、それを作品の中で表
現することも一層難しくなってきた。余華も色々な作品の種類を試していると同時に、社
会主流や出版社の求めに迎合せざるを得なかったため、1984 年に集中的にこのような作
品を出していたと考えれば納得できる。	 
しかしこのような傾向は 1986 年に入ると、すぐに見えなくなった。	 
	 
1.3	 1986 年：「三個女人一個夜晩」から	 
1986 年は余華がカフカの作品と出逢う年、いわゆるモダニズムと接触し始めた時期で
ある。42余華は、カフカが自分に対して大きい影響を与えたと、それ以降のエッセー「川
端康成与卡夫卡的遺産」に語った。	 
この年、余華は短編小説「三個女人一個夜晩」、「老師」、「回憶」とエッセー「看海去」
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を発表した。1986 年年始に発表された「三個女人一個夜晩」（『萌芽』1986 年第 1 期）は、
余華の出世作と評価される「十八歳出門遠行」のように、創作方法において伝統的な小説
と異なっている。小説の内容は 3 人の女性が「頑固」と呼ばれている同窓を探すために、
知らない駅までたどり着いた物語である。ずいぶん長い間会ってなかった故、3 人は同窓
の本名を思い出せなく、代わりにニックネームの「頑固」で彼のことを指すしかできない。
探されていた「頑固」という男性だけではなく、女性 3 人の名前まで明かされておらず、
全文では「一人の女」、「もう一人の女」、「三人目の女」と彼女たちのことを指す。また、
小説はほとんど会話で構成され、3 人の思い出、未来への展望と今の生活に対する不満を
描いている。会話のみで成り立っているため、3 人が会話する場面は読者にとってセリフ
の話し手が判りにくい。「三個女人一個夜晩」において、余華は初めて人物の特徴を薄め
た。テキストは通常的な「発端―過程―結尾」の順番ではなく、会話で 3 人の女性の社会
経歴や感情変化を表している。具体的なプロットの代わりに、抽象的な暗示と側面からの
描写はある意味である程度余華が模倣してきた伝統的な小説の構造を壊した。カフカを通
して、余華は「思想と感情をより一層表現するために、自由な叙述が必要だ」43と認識し
た。この新しい認識は「三個女人一個夜晩」に初めて反映されている。「十八歳出門遠行」
及びその前の作品が色々な作風を出していることは、作者が多種の創作方式を試し実験し、
同時に読書傾向の変化や他の作家との交流などを加えた結果だと考えられる。	 
「三個女人一個夜晩」は実験の産物にすぎない。「先鋒小説」への傾向が出ていたが、
作者はまだそれを努力の目標としているわけではない。1986 年に「三個女人一個夜晩」
の後に発表された「老師」と「看海去」はその裏付けになっている。「老師」は『北京文
学』によって小説に分類されており、「看海去」はエッセーに分類された。しかし、二作
の内容は類似し、両方とも作者の少年時代の記憶に基づくものであった。「老師」は主人
公「小秋」の幼稚園の先生に対する感情とその変化を描いた。「看海去」は家庭と成長の
話をした。「私」と兄が子供時期に海に憧れ、父親にいつも海まで連れて行ってと頼んで
いた。しかし成人した二人の兄弟は忙しくて家に帰らなくなったのに対し、両親は海に憧
れ始め、二人を海へ連れて行きたいと願っていた。「老師」の語り手は三人称であったが、
主人公「小秋」の家族状況、先生に対する感情などの描写はある程度作者の生活経験を参
考にした。生活経験、取材を架空の背景や人物と組み合わせるこの二作の書き方は、90
年代以降の余華の作品により熟練して使用されていた。	 
以上まとめたように、余華の 1986 年に発表した作品は以前の小説と比べ、文章がより
成熟、自然であり、創作方式も今後の「先鋒小説」あるいは「新写実小説」に近づいてき
た。そして文章で人物の内心世界を表現することに重心を置くことも進歩の証明である。
1983 年から 1986 年までに掲載された余華の 11 編の短編小説を分析し、小説の内容、発
	   	   13	  
表先、表現手法、物語の中心における転換から、余華の新人からプロの作家までのプロセ
スが窺える。出世作の「十八歳出門遠行」のみを研究対象にする場合、創作初期の余華を
十分に理解することはできないので、本章においてすべての初期作品を対象に詳しい分析
をした。余華に現れる創作初期の創作上の変化は、自身の試み・選択あるいは読書傾向に
よるものに限らず、また 80 年代の文学創作の環境や傾向・『北京文学』のと関与・文学評
論家の注目も関わっていた。この問題を討論するために、余華の創作と切り離すことので
きない「先鋒」というキーワードを重視しなければならない。この点については、第二章
で詳しく論じたいと考えている。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	   	   14	  
第二章	 余華と「先鋒小説」	 
	 
	 余華は 1987 年「先鋒小説」の創作を始めたとされる。44出世作となる「十八歳出門遠
行」が『北京文学』1987 年第 1 期に掲載されると、その後本作品を余華の創作における
重要な転換点と位置付ける論文や評論が現れた。	 
また、余華に着目する論評も 1988 年から続々と現れた。例えば「余華的隠蔽世界」45・
「人性悪的証明――余華小説論（1984-1988）」46、「余華的幻覚世界及其怪圏」47、「運命
之門被怎様敲響――対新潮小説的一種読解」48などの作家研究がある。これら 1988 年か
ら 1990 年までの論評はほぼ「十八歳出門遠行」及びその後の「西北風呼嘯的中午」（『北
京文学』1987 年第 5 期）、「四月三日事件」（『収穫』1987 年第 5 期）、「現実一種」（『北京
文学』1988 年第 1 期）などの中編小説を対象に論じていた。今日、余華は「先鋒小説」
の代表作家とされているが、余華作品に対する８０年代後期から 1990 年にかけての論評
は一切「先鋒小説」という用語を用いてなかった。「運命之門被怎様敲響――対新潮小説
的一種読解」では、余華などの若い作家群の独特の作風を「新潮小説」と称し、作者のこ
とを「ニューウェーブと呼ばれた文学の放蕩息子」49と形容していた。ならば、余華の創
作と「先鋒小説」とは、どのように結びついているのか、どうして余華は「先鋒小説」の
代表作家に位置付けられるのか。 
第二章ではこの問題を考察してゆく。第一章の分析を踏まえて検討しようと考えてい
る。 
 
2.1	 「先鋒」の定義	 
	 もし、「先鋒小説」「先鋒派」の概念を研究するならば、まず明確にしなければならない
のは 80 年代の中国文学界における「先鋒」の概念である。中国の文学専門誌において、
「先鋒」の概念に最初に触れた文献は 1978 年第 2 期『国外社会科学』に掲載された鄭克
魯、李宝源「法共《新評論》討論“先鋒派”文学和党的文芸政策」50であると考えられる。
この文献には、フランス共産党の党内雑誌『新評論』に発表された「先鋒派」に関する討
論記録と、本雑誌編集長による見解が訳載された。本文献には文章は文芸の発展に対する
フランス共産党の態度が紹介されたのみであり、執筆者自身の観点ははっきり示していな
い。単に外国の文章が掲載されただけであったが、この時期文学誌が西洋の「先鋒派」を
尋ね始めたのがわかる。本文献から得られる情報をまとめると以下のようになる。	 
まず、「先鋒」（avant-garde）51は最初、軍事用語に用いられた用語であり、先頭部隊
の意味を指していた。その後、文芸の分野に借用され、先導的なモチーフを持つ文学創作
を指すようになった。次に、「先鋒派」は「先鋒」的な文芸・文学活動が終わった後、研
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究者によって付けられた名称である。そして、フランス共産党は「先鋒」がそのイデオロ
ギーと反していると考えたが、「先鋒派」の存在の価値を批判しなかった。当時のフラン
ス共産党は文芸の創作に干渉しない態度を示した。	 
1983 年に掲載された「《文学名詞詮釈》訳介」52は『A	 Glossary	 of	 Literary	 Terms』
に提示された 2 つの文学理論用語、「モダニズム」（Modernism）と「意識の流れ」（Stream	 
of	 Consciousness）の解説を訳載した。そこには「モダニズムの一つの特徴は『先鋒派』
という文学現象が現れたことである」53とあり、モダニズムから「先鋒派」がうまれた特
徴は「創新」としていると説明している。モダニズムが西洋の伝統文学・芸術との決裂と
するなら、「先鋒派」はもっと激しい手段で常識にチャレンジする形態といえる。本文献
では「先鋒派」の概念は革新的な創作を行おうとする文学現象と指しており、創作者を指
すときに、「先鋒派作家」や「先鋒派芸術家」などの用語を使っている。	 
以上の言説を踏まえ、ここでは「先鋒小説」に関わる３つの用語を暫定的に定義する。
まず「先鋒」とは軍事上の用語の借用であり、進歩的な行為・創作・人物を指す。「先鋒
派」は、モダニズムからうまれ、西洋の文芸の伝統が崩れたために生じた革新の文学現象
である。「先鋒派作家」は「先鋒」的創作を行う作家或いは芸術家を指す。これらの定義
は作業仮説的なものであり、具体的に討論し修正を加えることは後述する。	 
	 
2.2	 中国における「先鋒小説」	 
	 「先鋒派」の語義は 80 年代前後に西洋文学理論が導入された後に確立されたようであ
るが、この概念実はまだ曖昧、複雑である。5480 年代後期中国当代「先鋒小説」の議論が
盛んになったが、その後の批評家、編集者また作家が自身の曖昧な解釈で「先鋒派」とい
う用語を用いたため、その概念はいっそう曖昧模糊とした状態になっていた。張中馳（2017）
は、「先鋒小説」・「先鋒派」の定義は元々批評において形成されたものであり、形成され
る過程で論者の理論知識が不足におり、厳格な規定化の作業も行ってないと指摘している。
55	 
また、張中馳は中国文学界における「先鋒」をめぐる議論が「広義」「狭義」「折衷派」
の三つの観点によってなされたことを論じている。	 
１つ目の「広義」の観点は、すべてのリアリズム作品を突破し、反逆する創作はみな
「先鋒創作」に分類するというものである。この観点から論じる批評家は「創作の先頭に
ある文学創作」を「先鋒」と定義している、と張は分析している。また、このような定義
には一理あるが、80 年代に中国に生まれた「先鋒」の特殊な意義が失われてしまうと張
は考えている。２つ目の「狭義」の観点は、西洋の「先鋒派」の影響を受けたものとして、
20 世紀 80 年代に「先鋒派」なる中国作家群（余華、蘇童、格非、孫甘露などを代表とす
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る）を研究対象とし、その創作特徴を「先鋒」とする分け方であると張は分析している。
また、張は「芸術形式に対する“新生代”の反逆から芸術体制に対する“晩生代”の疑い
までを指摘してきたことはまさに狭義の“先鋒”概念の実質を把握しているのである」56
と述べている。このような中国における「先鋒派」作家の範囲を定めた方法は、批評や討
論に便宜を与えたが、その一方で問題を生み出したと筆者は考える。それは西洋における
「先鋒派」と中国における「先鋒派」の創作が同じ規範を持っているわけではないという
問題である。	 
	 三つ目の観点は両方のよいところをとってほどよく調和させる「折衷派」と称される。
この「折衷派」の観点を用いた議論の問題は、論者それぞれが自分の主観で「先鋒」を解
釈しているため、「先鋒」の定義が結局なされていないことである。	 
以上 3 つの観点には、いずれもあれこれと欠陥がある。したがって、中国における「先
鋒」の概念は統一されないままである。	 
また、張中馳は「通常、我々は先鋒文学と先鋒小説をイコールで結ぶことに慣れてお
り、そして先鋒派は先鋒小説の実際の創作者を指す」57と述べた。ここの「我々」は当時、
「先鋒小説」を討論していた人々と理解できるが、「先鋒派」を「先鋒小説」の創作者を
指す点は本章第 1 節で述べた文学現象としての「先鋒派」と異なっている。今日の研究、
討論では「派」という字は「流派」を指し、「先鋒」の流派の創作者のことを指している。
つまり、80 年代初期の批評家たちの間で議論されていた「先鋒派」と、今の「先鋒派」
の概念は微妙にずれている。同じ事物に対する概念が西洋を中国では異なっていた上、中
国国内においても、時代によって異なっていたのである。	 
一つの未完成の概念に基づき、作家及び其の作品を論じるのはある種の危険性を伴う。
中国において「先鋒」という文学用語の定義はまだ定まっていないが、本論では議論を進
めるために、ひとまず狭義の「先鋒」の定義を使用する。語義の表現をはっきりするため
に、以下では「先鋒派」を用いて 80 年代中国における「先鋒」創作という文学現象を指
し、「先鋒作家」を使って学界に公認されている「先鋒」的な小説の創作者集団を指し、
「先鋒小説」でこの集団が創作した「先鋒」性のある小説を指す。	 
次の第 2 節は余華の「先鋒小説」と称される作品を第一章で分析した初期作品とを比
較し、類似点や相違点を分析し、「先鋒小説」と余華の関係性を論じたいと考えている。	 
	 
2.3 余華と「先鋒小説」	 
	 1987 年、『北京文学』第 1 期に余華の作品「十八歳出門遠行」が掲載された。この作品
は後日に、「余華の先鋒派作家としての出発点となった作品」58として衆目の認めるとこ
ろである。しかし前述したように、1988 年から 1990 年までの余華について論じた評論に
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は「先鋒」に関わる用語が一切使われていなかった。南帆が 1989 年に発表された評論「変
革：叙述与符号―−《中国新時期文学理論大系・小説芸術分巻導言》」では「多くのにわか
に大評判となった作家は次々に『先鋒』という栄光の称号を得た」59と述べているが、そ
こに挙がった作家の中に余華は含まれていない。先にも触れたように、余華の創作は当時
「新潮小説」と見なされていた。（例えば、樊星の「人性悪的証明」、曲春景「運命之門被
怎様敲響――対新潮小説的一種読解」など）謝欣「魅力与矛盾」は「新潮小説」について
次のようにのべている。	 
	 「新潮小説」というのは「我々がまだ慣れていない芸術の表現手法で、故意に登場人物
の現実の生活背景を隠し、人物の行動の動機を描写せず、人物の来歴を曖昧模糊にし、事
件の発生や発展における因果関係もはっきりさせず、以前の伝統的な小説によく見られた
社会道徳の規範も放棄した」60。余華を論じる際に「先鋒」という用語が用いられるよう
になったのは、大体 1990 年代以降であり、余華が「先鋒小説」を創作したとされる時点
と、彼の作品が「先鋒小説」と見なされた時点は一致していない。	 
「十八歳出門遠行」が余華の「先鋒小説」の出発点と見なされる理由は「先鋒」的な
特徴を持っていたことである。「80 年代の『先鋒文学』と呼ばれる作品は、物語の時間の
錯綜や、語り手自身による『語ること』への言及などを特徴とする」61。しかし、実際に
「十八歳出門遠行」を見ると、物語の時間は特に錯綜していなかった。	 
本作品は十八歳の主人公「私」が旅を始め、旅館を探す物語である。「私」は旅館を探
す途中で多くの人と出会い、彼らに旅館のことを尋ねるが誰も知らず、「行って見てみな
よ」と答える。「私」は一日中歩くが、旅館を見つけられない。ヒッチハイクしたいと思
ったが、車は通らない。「私」が段々落ち込んでしまった時、道端でリンゴを運送してい
るトラックを遭遇する。運転手は車を修理しており、「私」の挨拶を無視する。「私」が彼
にタバコを贈ると、彼はやっと「私」に気づく。修理が終わり、「私」は車に乗せてもら
う。「私」は運転手に何処へ行くつもりだと聞くが、彼もわからず、「行って見てみよう」
と答える。発車してから間もなく、車がまた途中で故障してしまう。ところが運転手は全
然気にせず、車を降りてラジオ体操を始める。そこへ自転車に来た 5 人の者が通りかかり、
トラックにリンゴが入っていることを知ると、トラックに登ってリンゴを奪う。「私」は
五人を止めようとするが、結局彼らに殴られ、リンゴは奪われてしまう。運転手は散歩に
夢中で全然リンゴを気にせず、嬉しそうな顔をしている。間もなく更に多くの人が坂の上
から自転車でやって来て、リンゴを奪い始める。「私」は一人で彼らに抵抗するがたたき
のめされてしまう。しまいには、運転手までもが「私」を笑い、他人のトラクターに飛び
乗る。その瞬間、「私」は自分のカバンが運転手に奪われたことを知る。「私」が行くあて
もなく、そこに一人とり残される。そして傷だらけの「私」は傷だらけの車に乗り、旅立
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ったときのことを思い出す。それは父親に「おまえはもう十八歳になったから、外の世界
を見るべきだ」と言われ、喜んで家から出たことである。	 
小説のプロットは複雑ではなく、読みやすい。時間は、最後のところだけフラッシュ
バック62をしただけである。余華の 1988 年に発表した中編小説（「河辺的錯誤」・「世事如
煙」など）と比べ、「十八歳出門遠行」はプロットの時間の分解と再構成の程に至ってな
かった。「十八歳出門遠行」に現れた余華の特殊な創作法は主に 2 つある。	 
一つは登場人物の現実性を薄めたり、或いは「隠喩の人物」63によって人物や人物同士
の関係性とその社会的な活動は作者の精神面を反映していることである。すなわち「十八
歳出門遠行」は実際の事件を描くために作られた作品ではない。ストーリーにより、18
歳に旅立った「私」が社会に対する疑いや恐怖心を表現するのが作品の中心である。運転
手とリンゴを奪う通行人は将来に対する迷いの心理を表現している。また、本小説は反復
（repetition）64の手法が使われている。何回も見知らぬ人が「行って見てみなよ」（「走
過去看吧」）と「私」に答えた時、私はその答えを称賛し「なんとすばらしい答えだった」
（「我覚得他們説得太好了」）、「親切な言葉だ」（「這話可真親切」）と思っていた。このよ
うな表現は「私」の目標のない精神状態を強調している。	 
二つ目は頻繁に譬喩（gleichnis）65表現を使っていることである。例を挙げると、冒
頭の「起伏だらけのアスファルト道路は海浪に貼り付いているように」（「柏油馬路起伏不
止、馬路像是貼在海浪上」）、「私はこのようにして朝を通り抜け、いま午後の終わりへ進
み、夕暮のしっぽを目にしたのだった」（「我就這様從早晨里穿過、現在走進了下午的尾声、
而且還看到了黄昏的尾巴」）など。作者は感覚を時空間に転換する描写によって、精神の
世界を表現した。	 
以上の二つの手法は余華の初期創作にも現れた。一番際立っているのは「三個女人一
個夜晩」ではないかと筆者は思う。「三個女人一個夜晩」（三人の女と一つの夜）は『萌芽』
1986 年第 1 期に掲載され、余華が一年間（1985 年）の創作の空白期間を経た後最初の短
編小説である。	 
この小説は三人の女性が「頑固」と呼ぶ男性を探す過程を描いている。テキストの最
初にある風景の描写は「十八歳出門遠行」と同じように、譬喩を用いている。「だだっ広
い空に飛ぶ鳥はなく、雲間からさす光が日暮れの静けさを破っている。同じようにだだっ
広い土地で孤独な汽車の駅は寂寞の苦痛に耐えている。」（「空曠的天空上没有飛鳥，而霞
光在破壊着傍晩的寧静。在同様空曠的土地上，那孤零零的火車駅正在忍受着寂寞的折磨。」）、
「町全体はあそこにあるが、駅は捨てられたかのように見えた。」（「整個小鎮就在那里。
而車駅看上去象是被扔出来的。」）など、周りの景色をしばしば擬人化していた。小説の雰
囲気を作るために「十八歳出門遠行」は「私」が長い時間歩いた体験を道の描写にたとえ
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たが、「三個女人一個夜晩」は女性たちが茫然とする状態を駅の描写で表した。	 
また人物の表現について、「三個女人一個夜晩」の主人公である「三人の女」はそれぞ
れ名前が付いていない。女性たちは杭州へ行くために、小さな駅で働く同級生「頑固」を
たずねる。「頑固」は彼女たちを駅の待合室に案内し、汽車が来たら三人を呼ぶと説明し
た。三人は待合室に座って話し合い、過去のことを思い出し、自分の結婚や人生の決断を
後悔する。会話の最後には杭州へ行くことまで後悔し、座ったままで眠ってしまう。	 
「三個女人一個夜晩」は大方、会話表現によって構成されており、はっきりとしたス
トーリーではない。「十八歳出門遠行」と似たように登場人物の現実性を薄める手法を用
いている。会話の前に誰が話しているかは全く説明されない。したがって、作中の事件そ
れ自体よりむしろ主人公たちの精神面の緊張感、昔に対する後悔や未来に対する不安こそ
が作品の中心である。もし「十八歳出門遠行」が明確に「先鋒小説」に分類されているな
らば、その創作法と類似していた「三個女人一個夜晩」も「先鋒小説」と分類できるので
はないかと考える。しかしながら今現在の研究から見れば、「三個女人一個夜晩」は「十
八歳出門遠行」の前兆と見なされていない。王斌・趙小明が「余華的隠蔽世界」で「十八
歳出門遠行」のテーマを分析した時「この小説（「十八歳出門遠行」）はこれまで見られた
余華の唯一の短編小説である」66と論じたが、それは当然事実ではない。余華は「十八歳
出門遠行」を発表する前に既に 13 編作品を創作しており、その大部分は短編小説である。
このような誤認が生じた理由の一つは、余華の初期小説が全然注目されていなかったから
ではないかと筆者は考える。	 
「あの年（1987 年）、余華は彼の出世作『十八歳出門遠行』を発表した。引き続いて『西
北風呼嘯的中午』を発表し、また重要な文学誌『収穫』で『四月三日事件』と『一九八六
年』を連続で発表した。次の年（1988 年）彼が『北京文学』『収穫』に発表した重要作品
『現実一種』と『世事如煙』を含むならば、青年作家としての余華は既に大きな業績をあ
げたと言える。」67「十八歳出門遠行」は 1987 年 1 月に発表されたが、実際の創作時間は
1986 年の 11 月であり68、「三個女人一個夜晩」の創作からそれほど経っていなかった。1
年程度の間に何らかの重大な影響を受けない限り、作風に大きな変化が起こらないのは自
然のことだと思う。	 
「『十八歳出門遠行』自体の含意はそんなに深くはない。それを余華の創作史に置き前
後の作品と関係づけて初めて、その重要さが明らかになる。」69二作の一番大きな差異は
作品自体の特徴ではなく、その創作の時点であると思う。「十八歳出門遠行」が掲載され
た後、余華はすぐに「先鋒」的な小説の創作を始めた。1987 から 1988 年の 2 年間に十数
編の短編、中編小説を発表し、それらの作品はすべて「先鋒小説」の特徴に溢れていた。
余華自分も「1986 年の『十八歳出門遠行』を執筆した後、私は自分が新しい創作の姿勢
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をまもなく確立するであろうことをかすかに予感した」70と述べている。このような作者
自身の言葉がその後の研究や論述の証拠となっていった。	 
「三個女人一個夜晩」が注目されていない理由の一つは、引き続き発表された「老師」、
「看海去」などの作品が「三個女人一個夜晩」の特殊な書き方を続けず、元の作風を用い
たため、流れ星のように見過ごされてしまったことが考えられる。第一章で論じたように、
余華は初期創作の段階でさまざまな創作方法を試し、作風はしばしば行きつ戻りつした。
「三個女人一個夜晩」はそのような状況下に現れた作品と考えられる。「十八歳出門遠行」
が成功したためこの作品が出発点となる意義が現れた。「我的“一点点”」（1985 年）から
伺われた余華の創作に対する躊躇や不安は 1989 年に発表された自分の創作についての評
論「虚僞的作品」で完全に消えた。後者では、余華の未来に自信に満ちた様子ははっきり
感じられる。この変化が現れた理由を第三章で論じたい。	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第三章	 創作の転換及び其の原因	 
	 
	 それぞれ余華についての研究の中で、研究者たちがよく注目した点は 90 年代初期の余
華の長編小説に「先鋒的」な特徴がなくなったところである。1987 年に発表された「十
八歳出門遠行」から 1991 年の第一部の長編小説『呼喊与細雨』まで、余華の「先鋒小説」
の寿命はたかだか 5 年のようである。「私から見ると、『呼喊与細雨』は…（中略）元々の
『残酷』をテーマにした上に、また『苦難』のテーマを展開し…（中略）この小説は確か
に余華の『方向転換』の前兆である」。71作者の 90 年代における創作方向の転換は周知の
通りが、その原因については明らかではない。しかし、「十八歳出門遠行」は余華の処女
作ではない。完成度の高い「十八歳出門遠行」が出される前に、余華に既に 4 年の創作経
歴がある。その間の作品は、作者や文学界に重視されていなかったゆえ、余華の個人文集
にも収録されていない。読者からみると「十八歳出門遠行」は突然現れた余華の出世作で
あり、それは「先鋒」小説の代表作でもあった。	 
本章では、「十八歳出門遠行」の発表、その出現により行われた文学界の論争及びこの
状況の形成について分析する。第 1 節は余華が主観的に方向変換を選んだことについての
分析である。第 2 節は文化大革命後の中国における「新時期文学」の論争などの影響を中
心とする。第 3 節は余華の「先鋒小説」を掲載した雑誌とその編集長の主張と激励の作者
に対する影響である。	 
	 
3.1	 閲読方向の転換	 	 
	 1985 年は余華にとって、「反省の年」と思われる。この一年間、余華はエッセーとして
の「我的“一点点”――関于《星星》及其它」（私の「少しのこと」――「星星」につい
て及び其の他）を発表した以外に小説を発表しなかった。この状況は前の 2 年間（1983−
1984 年）と比べて少し異常だと考えられる。その理由は「我的“一点点”」の中にあった。
エッセーには星星の原型を紹介し、2 年間の創作に対する分析を展開した。生活の経歴か
ら創作のインスピレーションが湧いてくるが、穏やかに暮らしていた余華は視野が狭くな
っていることに悩んでいた。また、今までの作品に力を入れたが、思った通りの結果にな
れなかった。この時期の余華は挫折感にさいなまれた。 
	 21 世紀に入り、余華は既に成功した作家になった。2002 年『当代作家評論』に載せた
「我的文学道路」（私の文学道路）では、余華は自信を持ち、これまでの創作の感想を気
楽に述べた。「どんな作家としても、最初は読者である。良い作家は良い読者ではなけれ
ばならない。」72彼は閲読が作家に対する影響の重要性を強調し、自分に影響を与えた作
家を列挙した。最初は川端康成である。「星星」の前の作品は殆ど川端康成の描写の繊細
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さをまねしていた。しかしながら、川端康成の作品に夢中になった余華は次第に自分の道
を失ってしまった。「川端康成に夢中になった数年後、私は途方に暮れていた。自分が何
を書くべきかわからなくなった。」73その経歴は 1985 年のエッセー「我的“一点点”――
関于《星星》及其它」に言及されている。其の時の余華は偶然カフカの『田舎医者』（Ein 
Landarzt）を読み、創作の「自由」を悟った。即ち、「小説の中に馬がいた…（中略）カ
フカは叙述のロジックを無視し、馬を出したい時に馬が出た、馬を出したくない時に馬が
消えた。」74余華はカフカから、伝統的な小説の「始めから終わりまで一貫しており、真
ん中に起伏がある」75の論理的な書き方を越えた、形式の自由を追求する作風を習った。
ちょうど 1986 年に『北京文学』が文芸サロンを開催して作品を募集していたので、手元
に原稿がなかった余華は思いのままに「十八歳出門遠行」を創作した。 
中編小説「現実一種」（1988）に表れた西方「現代派」（モダニズム）の影響が「十八
歳出門遠行」よりいっそう深いと思われる。小説はある家族の殺し合いストーリーを描い
た。兄弟 2 人の山峰と山崗、お互いの妻たち、息子たち、そして兄弟の母親 7 人は一緒に
暮らしている。ある日、兄弟 2 人と彼らの妻 2 人が外出していた時、山崗の 4 才の息子、
皮皮と赤ちゃんの弟が留守番をし、祖母は部屋に寝ている。皮皮は好奇心に駆け立てられ、
母親が父親に殴られた様子を真似して弟を殴った。そして彼は弟の泣き声をもっと聞こえ
るように、弟の首を何度も絞め、ついに弟を殺した。皮皮はまだ死のことを理解できない
子どもだったゆえ、それに全然気付かなかった。帰ってきた大人たちはそれを発見し、山
峰夫婦は復讐のため、皮皮を蹴って殺した。息子が亡くなった山崗は山峰に薬を飲ませて
部屋の外の木に縛り、虐待死させた。山峰の妻が山崗の殺人事実を警察に告発したから、
山崗が死刑になった。彼女はまた山崗の妻の名義で死体を病院に寄贈した。物語は山崗の
死体が医師たちにばらばらに解剖されたシーンに終わる。 
登場人物の祖母の描写は前文に余華が語ったカフカの描かれた馬と相似点があると考
えられる。小説の最初は祖母が独り言を言いながら始まった。体がぼろぼろになっていた
と文句を言っていたが、家族の皆に無視されていた。彼女の存在感は薄く、プロットに対
して役に立たないようであったが、実際にその変化は鏡のように、ストーリーの流れを映
していた。最初に祖母が言ったのは「骨にカビが生える」（骨頭発黴了）76、赤ちゃんが
殺された後、彼女は「毎日、骨が折れている」（毎天都有骨頭在折断）と感じ、皮皮が死
んだ後、祖母は「腸が腐っている」（腸子在腐爛）と思った。山崗が山峰を殺した時、祖
母にとってこの世界は「光だけが生きている、他は皆死んだ」。（只有光線還活着、別的都
死了）山峰が亡くなった時、祖母も急死してしまった。祖母は事件の発生とは関係なく、
ストーリーを推し進められない登場人物であるが、彼女の体の表現はこの家庭の朽ちるこ
とと繋がっている。作者は祖母を書き出したい時にだけ祖母が出現し、シンボルとしての
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働きをしている。その他、死んだ人がまた生き返るシーンを何回も描かれており、それは
想像と現実を混じって作られた作品と思われる。「現実一種」を書く時余華は著しく、モ
ダニズムの表現方法を模倣していたと考えられる。 
閲読の余華に与えた影響については高玉「論余華早期閲読与初期創作及其関係」に詳
しく論じられていた。文章は余華の初期の短編小説を分析し、そして「余華の初期創作に
このよう風格が表れた原因は当然、多面的であるが、その中で根本的な原因は閲読の影響
と考えられる」77という観点を持っている。そこに挙げられていた論拠の出処はほぼ余華
のエッセーと文学理論に関する作品であった。文章は一定的な参考の価値があり、余華の
初期作品に目に留めたところも珍しい。作者は意図的に名家を模倣していた行為と、作風
の変換とは当然繋がっているが、それについての分析はまだ検討の余地があると考えられ
る。 
例えば、「十八歳出門遠行」は明らかに「先鋒小説」の存在を知らないままに創作した
「先鋒小説」である。余華はリンゴが奪われた新聞記事を読み、「それで、私はリンゴを
奪うストーリーを書いた。無意識のうちに自分の第一編の重要な作品――『十八歳出門遠
行』を作った」78と語った。「十八歳出門遠行」を創作した後、作品に対する評論文章は
すぐに現れなかった。「現実一種」に至って、文学界はやっと余華の小説を討論し始めた。
『北京文学』の元編集者及び「十八歳出門遠行」の編集担当、付鋒は「どうして『十八歳
出門遠行』が発表した直後に『北京文学』が関連の評論文を出さなかったのかという理由
について、私も詳しくないです。このような小説は登場したばかりで、評論・把握しにく
かった可能性もあります…（中略）『現実一種』の表現はもっと極致から、人々の関心を
そそった。」79と李雪との討論で語った。「十八歳出門遠行」の発表は文学界の注意を引き
起こさなかったが、余華はこのようなカフカから習った風格をその後の作品においでも続
けていった。1985 年の「我的“一点点”――関于《星星》及其它」から伺えるのは、当
時の余華はとても謙虚で、自信の不足な人であった。第二章の「三個女人一個夜晩」の分
析によってもわかるとおり、彼は 1985 年にカフカの影響を受けても、それを唯一無二の
原則と認めなかった。それゆえ、「三個女人一個夜晩」の後に続いた作品（「看海去」など）
は全然「先鋒小説」の特徴がないままである。作者はこのような確信がない状態から、「先
鋒小説」をたくさん発表した 1987 年と 1988 年という確固としていた状態になる理由につ
いては、主観的な面を分析するだけでは不十分である。 
その原因は実に、「我的文学道路」から少々伺える。「1986 年、北京で文芸サロンを参
加する時に、当時の『北京文学』副編集長李陀は…（中略）『十八歳出門遠行』を気に入
って、私のことを高く評価していた」80と、余華は当時『北京文学』が開催した文芸サロ
ンの状況を述べた。主観的な閲読方向が変わったことのほかに、社会・文学界・評論者・
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編集長などの客観的な影響を分析する必要もあるのではないだろうか。 
次の第 2 節と第 3 節は外界からの導きを中心に、余華の方向転換を分析し解明しよう
と思う。 
 
3.2	 「新時期文学」における論争	 
	 1976 年「四人組」が逮捕されたことで「文化大革命」は終焉を迎えた。中国共産党第
11 回代表大会は「文化大革命」が終わった後の中国を「社会主義革命と建設の『新時期』
と称した。」81それに応じて、「社会政治との密接な関係を持つ文学界も『文革』後の文学
を『新時期文学』と称した。」82ゆえに、「新時期文学」は時間的な概念である。具体的に
いえば、1976 年から今迄のすべての文学創作を指していると考えられる。「文革」の終わ
りの時点がパーティングラインとして使われていた故、「新時期文学」は「十七年文学」
と対立しているように見える。「文革」の極端な思想の枷を打ち破るために、「さまざまな
思潮、流派、勢力、地位の変動及びの関係の再編」83が現れた。	  
	 1977 年『人民文学』第 11 期に発表された「調整和貫徹好党的文芸政策」84一文は「四
人組」の罪を批判し、新しい文芸政策を実行しようと唱えた。「新しい作品に完璧さを求
めるのではなく、主要な方向が良ければ、一定的な芸術価値があれば、支持しなければな
らない」85と指摘したが、その後ろに「演劇は上演しながら改編すればよく、文学作品は
よりすぐれたものを追求すればよい、そして次第に革命的政治内容と統一している芸術形
式を目指す」86と続いて述べた。結局、文芸創作は国家政治やイデオロギーとのは切り離
せない関係を示していた。1977 年から 80 年代初期まで、当代文学は「十七年文学」に戻
す、「十七年文学」からもとを探すことを目標としていた。「新時期文学」の「転換」に対
する理解は明らかに、「十七年」に抑えられた「現実主義」（リアリズム）に限っていた87。 
	 80 年代後期に入ると、もっと西方の文学理論、作品が輸入された。この「輸入ブーム」
から生まれたのはリアリズムに対する反抗心である。「探索、創新、突破、超越などと言
う言葉が、当時文学界で頻繁に使用された」88この反逆の具体な表現は短い時期にさまざ
まな文学形式が現れたことである。例えば、「反思文学」、「傷痕文学」、「尋根文学」、「朦
朧詩」、そして余華が関わっていた「先鋒文学」である。このような背景を詳しく分析す
るため、本章は 2 つの部分に分け、「新時期文学」に現れた「先鋒小説」の誕生と関わっ
ている文芸論争を整理したい。 
 
3.2.1	 「深入生活」（生活に入り込む）	 
	 1980 年、査志華「対“深入生活”這個口号的再認識」89の発表につれ、文学創作の要求
として「深入生活」というスローガンについての論争が始まった。ここでの「生活」とい
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うのは、文学創作のテーマの源泉である。 
	 文章は「深入生活」が最初特に「工農兵」（労働者、農民、兵士）の生活を指していた
と強調し、それは特定な時期に限っていたと指摘した。そして、違う作家は上手に書ける
生活が違っているが、文学創作の中心はスローガンを守るために特定な群体に限られてい
た。それは文学創作を扼殺することと同様であると査は指摘した。根本的に言うと、この
スローガンは最初から厳密性、正確性がないものであるとまとめた。 
査志華の論調は明らかに伝統的な認知に挑戦していたものであり、たくさんの意見や
評論文を引き寄せた。彼に同意した人々もいたが、多数の文章は反対意見を持っていた。
査志華の論述の中に、一番注目されたのは「深入生活」の正確性である。反対意見の多数
もその点を認めず、「深入生活」に対する査の理解は狭すぎると、批評していた。 
1977 年−1985 年、『北京文学』に発表した「深入生活」をテーマにした文章はほぼこの
スローガンに肯定的な態度を表明した。（例：劉心武「有根花才香」、心文「“深入生活”
不容置疑」、李徳君「一個不容置疑的口号」など）90第一章第 2 節で論じた通り、『北京文
学』は余華の出身地及びその作品を基層の民衆の生活面を表現するものと認めていた。そ
の評価を受け入れた余華は海塩県文化館に配置されたから長い時間をかかって農村を遊
歴したと言われている。1985 年以前、彼の作品の風格は「深入生活」という提唱と共通
していたと思われる。1983 年年末に北京での改稿を経験した余華は、1984 年の「星星」
を発表した後に作った 3 編の作品は更にその特質を持つようになっていた。1983 年の作
品の題材が医者や歯医者と関わっていたことと違い、1984 年の叙述の中心は一般民衆や
工人などの群体に移した。それは明らかに『北京文学』の余華に対する位置づけの影響で
あると考えられる。 
1985 年の余華の自分に対する評価にはマイナス面が多いが、「深入生活」を中心にする
創作がやはり作家と合わない故、結局は一年の低迷期を迎えた結果であった。この低迷な
状態は 1986 年まで続いき、モダニズムの文学ブームが中国に輸入された後から次第に移
り変わった。 
 
3.2.2	 「現代派」（モダニズム）	 
	 「先鋒小説」の盛りは西方からのモダニズム文学がだんだん中国の作家に受け入れたプ
ロセスと繋がっていた。一連のモダニズムの翻訳作品及びそれに関する研究がはじまりと
して、『外国文学研究』というジャーナルが 1980 年から 1982 年までの 1 年半に「西方現
代派（モダニズム）文学討論」コラムを開設してから91、モダニズムにおける討論がたく
さん現れた。 
	 モダニズムというのは普遍的に 19世紀末期から 20世紀初期までにおける欧米に生み出
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され、伝統的な創作と違う様々な流派の総称と認識されていた92が、その後、ポストモダ
ニズムの出現により 2 つの概念の範囲は一層複雑化になっていた。モダニズムとポストモ
ダニズムの間の曖昧さと、含まれている流派の種類の豊富さが併存していた故に、モダニ
ズムは解きにくい概念であると考えられる。 
	 80 年代前期、中国文学界が始めたモダニズムについての討論の本質は「新時期文学」
がどのように発展し、欧米から輸入された文学知識をどのくらい参考にするかという問題
の討論である。根本的に注目されたのは「新時期文学」の発展方向である。モダニズムに
対する意見は、『新時期文芸学論争資料』の整理により受け入れる方と受け入れない方で
分けられたが、その本質は評論者の見方の違いにあると思われる。例えば、モダニズムが
資本主義社会の現実を暴き出すことができるが、その現状を変える方法を指摘できない93
という意見はあった。それは文学が社会にとって実用性があるべきだという認識を前提と
して、引き出された結論である。そうした意見はモダニズムが「人生観的には個人を中心
としていた、大部分が悲観的厭世的である」94と批評したが、それも良い文学創作が楽観
的、集団主義を中心とするべき認識を前提にした結論と思われる。一方、肯定的な観点に
しても保守的である。モダニズムを中国の「新時期文学」と分け、中国現代文学の発展は
必ず自ら特殊な道を選ぶと主張していた。モダニズムの参照に対して極めて慎重な態度を
持っていたのが当時文學界の常況と考えられる。 
「70 年代末期から 80 年代初期、『北京文学』は「追悼」「傷痕」の風潮を把握し、「文
革」を再考し、中国文学の現実主義精神（リアリズム）を表現した」95と『北京文学』の
発展史に記載されていた。しかし、1986 年から『北京文学』は欧米モダニズムを参考に
した「先鋒派作家」の育成を始めた。その理由は『北京文学』の新しい編集長林斤瀾及び
副編集長李陀の就任と繋がっていた。編集長の交替がどれくらい雑誌の主張に影響するか
は、次の 3.3 章で具体的に文学雑誌及び編集者たちの「先鋒小説」、「先鋒派作家」更に余
華個人に与えた影響に基づいて分析する。 
 
3.3	 文学雑誌及び編集者からの影響	 
	 1984 年「星星」が『北京文学』賞を取った以来、余華は頻繁に『北京文学』に投稿し
た。1983−1986 年の作品表（第 1 章を参照）を見ると、1984 年から『北京文学』に発表さ
れた作品は圧倒的に多い。この傾向は 1987 年に「先鋒小説」の創作を始めから 1991 年の
長編小説「呼喊与細雨」を出すまでの間に続いていった。 
	 1987−1990 年の小説作品表は以下（エッセーと論文は含んでいない）： 
年 作品 刊行物名 備考欄 
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1987 十八歳出門遠行 『北京文学』1987 年第 1 期 短編小説 
西北風呼嘯的中午 『北京文学』1987 年第 5 期 短編小説 
四月三日事件 『収穫』1987 年第 5 期 短編小説 
一九八六年 『収穫』1987 年第 6 期 短編小説 
1988 現実一種 『北京文学』1988 年第 1 期 中編小説 
河辺的錯誤 『鐘山』1988 年第 1 期 中編小説 
世事如煙 『収穫』1988 年第 5 期 中編小説 
死亡叙述 『上海文学』1988 年第 11 期 短編小説 
難逃劫数 『収穫』1988 年第 6 期 中編小説 
古典愛情 『北京文学』1988 年第 12 期 短編小説 
1989 往事与刑罰 『北京文学』1989 年第 2 期 短編小説 
鮮血梅花 『人民文学』1989 年第 3 期 短編小説 
愛情故事 『作家』1989 年第 6 期 短編小説 
此文献給少女楊柳 『鐘山』1989 年第 4 期 中編小説 
両個人的歴史 『河北文学』第 10 期 短編小説 
1990 偶然事件 『長城』1990 年第 1 期 短編小説 
作品表から見ると、『北京文学』に発表した作品は 4 年間の小説作品の三分の一を占め
た。1983 年 11 月、余華は「星星」を改稿するために北京へ赴いた。それを契機に、余華
は憧れていた海塩県文化館に配置された。1986 年の冬、余華はまた『北京文学』からの
招待状を受けた。『北京文学』ペンクラブを参加するため、彼は「十八歳出門遠行」を創
作し96、そして副編集長李陀の好評を得た。以上の二作は共にキーポイントとなり、余華
の創作転換と関連していたと考えられる。1993 年、余華は北京へ移住した。南方に生ま
れた余華はかえって北京及び『北京文学』から影響を与えられ、その中で一番彼を奮い立
たせたのは李陀の「既に中国当代文学の最前線にいた」97という評価であったと考えられ
る。 
李陀、原名孟各勤、1939 年内モンゴル自治区に生まれ。作家、文学理論家、文学批評
家。1979 年中国作家協会98に加入した。1982 年、創作を停止し、文学・映画批評に転向
した。1986 年、『北京文学』副編集長に就任した。彼は李劼や季紅真などの批評家と共に
80 年代「先鋒小説」の概念を提出し99、そして 1987 年以降余華、蘇童、北村、格非、孫
甘露などを代表とした「先鋒派作家」を引き立てた100。 
李陀のモダニズムと現代文学についての討論は、1982 年に李陀、劉心武と馮驥才三人
の手紙まで遡れる。馮驥才は手紙で高行健の『現代小説技巧初探』を広く寂しい空に揚げ
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られた綺麗な凧と例えた故に、三つの手紙はその後「三つの凧」と呼ばれ、「中国当代先
鋒小説の前触れと見なされていた」101と広く信じられている。本節第 3 点では上記の手紙
及びその後の研究や取材を通じ、李陀がモダニズムに対する理解と態度を分析したい。本
節第 2 点では、李陀の代表的な主張と、「先鋒小説」の登場に対する賛成と反対の意見を
比較したい。 
 
3.3.1	 李陀の主張	 	 
	 1982 年に発表された李陀、劉心武、馮驥才三人の手紙は高行健『現代小説技巧初探』102
によって引き起こされた討論である。最初に公開されたのは『上海文学』1982 年第 8 期
に発表された、馮驥才の李陀への手紙である。手紙の内容は『現代小説技巧初探』をきっ
かけにモダニズムと現代文学についての個人的な見解を繰り広げた。馮驥才は以下三つの
観点を述べた。 
一つ目はモダニズム文学の伝統的な小説に対する革命、モダニズムについての研究が
とても重要であると、馮は述べていた。「脳の活動はアクティブ、ジャンピング、紛雑で
ある。作家は人間の正常な思考に従い、創作するべきである。」103馮は文学形式の重要性
を強調し、モダニズム文学に対して研究的態度を示した。二つ目の観点は、モダニズムは
外国文学の主流ではなく、独立して存在している流派でもないことである。モダニズムは
リアリズムから生じ、一定的な実験性のある現代文学思潮であると馮は分析した。三つ目
の観点は、文化大革命が終わった後人民の思想はより開放であり、開放的な政治と経済の
条件で外国現代文学における文学手法を受け入れるのは歴史的な必然であると分析して
いた。その同時、中国が必要な「現代派」は西洋のモダニズムと違い、中国自身のモダニ
ズムであると指摘した。 
馮驥才はモダニズムに対する自身の興奮と期待を手紙に書いた。その手紙に応えるた
め、李陀は同年５月に「“現代小説”不等于“現代派”―−李陀給劉心武的信」104を発表し
た。李陀は手紙で馮の観点の一部分を受け入れると同時に、自分の見解をあらわした。手
紙の前半部分には、高行健『現代小説技巧初探』が中国における最初の専門的小説技巧を
研究する本であるという李陀の考えを述べた。この本をきっかけとして中国の文学界では
芸術の技巧を研究し、分析する風潮を立たせなければならないと李はさし出した。李陀は
「我々は多くの会議の中、10 回に 1 回でも芸術の技巧の問題を討論することは可能でし
ょうか？」105と提議し、この意見は林斤瀾の考え方と同じであると述べた。80 年代初期
から、李陀と林斤瀾は文学の技巧に対して一致した関心を持っていたと考えられる。二人
が 1986 年『北京文学』の編集長と副編集長に就任した後、「先鋒派」の発展に対する積極
的で励ます態度は、彼らが同じ方向で努める証拠であると思われる。 
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一方、李陀は手紙で馮が言及したモダニズムの内容に対する指摘も述べていた。彼は
中国の「現代小説」が西洋のモダニズム小説に等しくないことを強調した。中国の「現代
小説」はモダニズム小説を参考にし、モダニズムと違う中国の「現代小説」を創作するこ
とが可能であると李陀は主張した。また、李陀は現在も、作家の仕事の焦点が新しい文学
形式を発見、創作することにあると唱えている。 
1988 年第 4 期『北京文学』に発表された「也談“僞現代派”及其批評」では、李陀は
80 年代に生じたモダニズムの影響を受けた作家と作品のことを「改観」（一新する）と形
容し、西洋モダニズムの受容を「芸術学習運動」と定義し、この運動を「奇観」（壮観）
であるとのべた。李陀の主張は 80 年代において一貫していたと推測できる。80 年代初期
に伝えたモダニズムに対する肯定から、『北京文学』副編集長として「先鋒派作家群」の
形成を促進し、80 年代後期に現した態度まで、彼はあくまでも中国における「現代小説」
の構築に努力していたと考えられる。その具体的な表現は余華などの「先鋒派作家群」の
誕生と成長である。主張を通す李陀がいなければ「先鋒派」の代表作家と称される余華も
いなかったと筆者は考える。 
しかし、80 年代「新時期文学」の背景でモダニズムの影響を受け、李陀の主張に賛成
する論者たちの支持により生み出された「先鋒派」に対し、21 世紀に入ると議論には異
なった見解が生じた。後述の第 3 節第 2 項で分析する。 
 
3.3.2	 「先鋒派」についての討論	 
上述により、中国「先鋒派」の形成原因は作家の自発的な方向転換だけに限られず、
20 世紀 80 年代の中国の「新時期文学」における西洋モダニズムについての論争、及び李
陀などの論者や評論家の主張などの影響を受けたことも要因であると筆者は考える。80
年代後半、『北京文学』と『収穫』などの文学誌は「先鋒小説」と「先鋒派作家」を提唱
していたが、「先鋒派」の生命力は支持者が望むように続くことができなかった。 
20 世紀 90 年代第 7、8 期の合巻には、王蒙と劉心武が編集長に就任した時期の『人民
文学』に、「深刻な政治上の過ちがあり、芸術的に劣る作品」106を批判する「九十年代的
召喚」という序文が発表された。107『北京文学』は 1988 年「僞現代派」の論争を発起し
たが108、『北京文学』の発展史により、その後の西洋モダニズムと「現代小説」について
の論評もだんだん絶えていったと思われる。何平「“先鋒文学”，止于“先鋒姿態”」には
詳細に「先鋒小説」の衰微を分析し、「先鋒派のすべては政治的なものである」109と主張
した。90 年代以降、「1980 年代先鋒文学の生産地に、例えば『上海文学』『北京文学』『人
民文学』、先鋒小説作家と作品はほとんど消えてしまった。」110、と何は述べていた。 
「先鋒小説」の誕生と没落について、何平は「“国家計画文学”和“被設計”的先鋒小
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説」で、「先鋒小説」が中国における計画された文芸の発展方向に対する抵抗であるが、
その抵抗自身にも事前に設定されたものであり、徹底的ではないという欠陥があったと分
析した。文学ジャーナルの編集者たちは公然と国家の計画に反対する勇気がない現実は、
「先鋒小説」が最終失敗した原因となっている、と何は論じた。 
何平のように、批判的な目で中国「先鋒派」を見る研究者は存在しているが、その一
方、80 年代の批評家の重要性を強調している観点もある。例えば、焦典・曹蕊旭「西方
現代派在中国的重構」111は、中国 80 年代における李陀を代表とした文学批評の発展は文
学創作の前にあったと指摘した。即ち、批評家が先に理論知識を提出し討論してから、色々
な文学作品が続々と登場したことである。論者は「文学批評の重大な任務は、文学理論を
探索し、文学創作に可能になる方向を提供することである」112と述べていた。80 年代に
おける文学批評の気風に対し、肯定的な態度を示した。 
また、「先鋒小説」の正確性に対し中立的な研究はそれぞれ異なる角度で、「先鋒小説」
又は「先鋒派」を論じていた。例えば、すでに言及した張中馳の「“先鋒小説”的概念、
内涵及其話語形態」は「先鋒小説」の形成と変化から生み出された概念の問題を分析して
いた。張偉棟の「去政治化与先鋒小説」113には、80 年代の中国文学が西洋文学と「文化
大革命」の助力を借り、4 回で「十七年文学」から脱離したことを論じていた。4 回の脱
離により、文学が国家政治の束縛からの出走が完成された、と張偉棟は分析した。 
2016 年第 3 期『江南』に「先鋒」の討論の必要性についての記事114が掲載された。そ
こに 80 年代の「先鋒作家」と青年作家、評論家たちが取材され、「先鋒」に対する自分の
見解を言い表した。80 年代に生まれた「先鋒派」は 90 年代にはいると没落したが、それ
に関する討論は減っていなかった。90 年代において 80 年代文学に関する研究は盛んにな
っていたが、具体的な研究方法や、文学理論用語の規定化などについては、討論の必要が
あると筆者は考えている。 
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おわりに	 
	 
	 本論文は余華の初期創作を切り口としており、高玉「論余華早期閲読与初期創作及其関
係」を踏まえ、80 年代末期から 90 年代初期までの論評と 21 世紀における余華の研究を
参考にし、余華が 1987 年から「先鋒作家」とされる主観的な原因と客観的な影響を論じ
た。 
	 論文の第一章はテキストにおける分析であり、余華の 1983 年から 1986 年までの初期作
品の特徴を解明しようと試みた。1983 年、余華の文章は未熟で、小説の背景はほぼ自身
の職業や生活と関わっている。1984 年、彼は前作の風格を改め、恋愛・児童・労働者な
どの題材を試している。1985 年、余華は作家としての欠陥を意識して低迷しており、小
説の創作をほとんど停止している。そして 1986 年に、彼は西洋のモダニズム作品の影響
を受け、改めて創作を始めた。年代順で整理すると、余華は新人作家としての創作風格を
試みる過程が反映される。1987 年に掲載された「十八歳出門遠行」から余華の創作は「先
鋒小説」に傾き、作風が変動しないままで大量の作品が発表された。1987 年からの作品
は前作と大きな相違点があり、この間の違うことを解明するために、本論文の第二章は中
国における「先鋒小説」の由来と特徴を分析した。 
	 第二章の第 1 節は「先鋒」の中国における定義を解明するために、文化大革命が終わっ
た後、中国文学界に現れた西洋の「先鋒」と「先鋒派」についての翻訳と討論を分析し、
「先鋒」が中国における受容の発端を示した。第 2 節は中国における「先鋒派」、「先鋒小
説」などの文学用語は、固定的な定義をされなく、時代や論者の違いによって変わること
を説明した。第 3 節は「十八歳出門遠行」を「三個女人一個夜晩」と対比し、両者の創作
手法が類似していると示した。前者が余華の「先鋒小説」の代表作とされ、後者が余華研
究にある程度無視されていることの理由は、作品が発表された時点と作品が後世に名づけ
られた歴史的な意義ゆえであると分析した。余華が 1987 年に風格を転換する原因と二作
の歴史地位の差異が生じた理由を第三章で解明しようと考えた。 
	 第三章は作者の読書方向の変化、中国文学界における「新時期文学」の論争及び文学誌
の編集長からの推賞、3 つの角度で 1987 年の余華の風格転換の原因をまとめた。先行研
究の高玉「論余華早期閲読与初期創作及其関係」は、余華の読書傾向の変化は彼が「先鋒
小説」を創作し始める理由と分析したが、筆者はそれが唯一、根本的な原因ではないと考
えている。80 年代後期の西洋モダニズムに対する文学の模倣風潮と、当時の「先鋒小説」
を励ます主張を示した文学誌の発展こそ、余華を含める「先鋒作家」群体が生じた主要な
原因と考えられる。 
	 また、90 年代以降の市場経済の発展による文学の消費対象の変化や、中国政治による
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文学発展に対する導きは、「先鋒小説」の急速な衰弱をもたらした。この方面の討論は今
現在の研究の中には常にあらわれている。中国当代文学における政治の文学に対するコン
トロールと、文学創作者や民間における反抗はまだ広がる余地があり、今後の課題とした
い。 
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